
田迎小学校【けテぶれ学習】 

・５年生の取り組み 

【教科（領域）】国語（漢字）算数（計算） 

【進め方】 

け：毎週金曜日の朝に行うミニテストに向けて、何を勉強するのか計画を立てる 

※ミニテスト…以下のような表を学期初めに配付。合格すれば次に進む。そのため、一律に同じテストと

いうわけではなく、それぞれの進度に沿ったテストを受けている。 

番号 漢字 合格日 計算 合格日 

１ 漢字（２学期）５〜７  小数のかけ算①（基礎）  

２ 漢字（２学期）１１〜１３  小数のかけ算②（発展）  

３ 漢字（２学期）１７  小数の割り算①（基礎）  

４ 漢字（２学期）２３〜２５  小数の割り算②（発展）  

５ 漢字（２学期）２９〜３０  小数の割り算③（余り）  

６ 漢字（２学期）３４〜３６  小数の割り算④（概数）  

７ 漢字（２学期）４１〜４３  分数の計算  

８ 漢字（２学期）５〜１７  計算のきまり  

９ 漢字（２学期）２３〜３０  総合演習①  

１０ 漢字（２学期）３４〜４３  総合演習②  

テ：漢字の場合、漢字スキルの読み仮名のみをノートに書いてテストを作成。算数の場合、教科書の練習

問題や計算の学習を活用してテストを作成。 

ぶ：＋マークと−マークに分けて、現在地を分析。 

※＋マーク：「〜ができるようになった」など自信に関するメタ認知 

−マーク：「〜が苦手なことが分かった」など苦手に関するメタ認知 

れ：分析を受け、−マークで分かった「苦手」を克服するために、苦手部分のみ練習する。 

【期間】 

毎日。ミニテストの日をスタート日として原則１週間サイクルで勉強の計画を立てている。 

また、１ヶ月に１回程度、「けテぶれノート交流会」と題して、友達のノートを自由に見せ合う時間も設

定している。 

【成果】 

（態度）○安易に「得意な問題」「楽な問題」に取り組もうとする児童が極端に減った。 

    （初めはそのような状態でも、「合格したい！」という思いから最終的には苦手な問題に取り組

もうとしていた） 

    ○「苦手」を見つけた際に、「やったー」「ラッキー」などポジティブな分析をする子どもたちが

増えてきた。 

    ○宿題という時点で多少のやらされ感があるのは否めないが、一律に漢字ノート１ページとい

う宿題よりも、自ら考え、自分に必要なものを学習しようとする子どもが増えた。 

（数値）○漢字５０問テスト、１学期に２回実施。２回とも平均点９０点以上。 

    ※算数は２学期から実施していますので、客観的なデータがありません。 

    ○漢字ミニテストは、児童の９割以上が二回以内に合格。 
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田迎小学校【けテぶれ学習】 

・６年生の取り組み 

【教科（領域）】 

教科は指定するときもありますが、基本的には自分で選ぶこととしています。漢字、計算の練習をする子

が多いですが、社会や理科もやっています。外国語、家庭、音楽などをしている子もいます。何について

かは、授業の復習をしている子と、テストに向けた練習をしている子がいます。 

【進め方】 

やり方については、自分なりにその日のめあてを立て、自分でテストを作ったり、教科書やドリルの問題

を写したりして解きます。それを自己採点、分析をして、間違えたところや足りないところを練習しま

す。分析は、プラス（良かった点）マイナス（悪かった点）矢印（これからどうするか）の 3 つの視点で

分析します。 

基本、毎日けテぶれをするようにしています。個人差がありますので、よくできているものについては学

級で紹介するようにしています。 

6年生のノートです。成果は、内容を工夫する力が少しずつついてきました。タイム制限を設けたり、絵

や図を効果的に入れたりしています。長期的な目標を決めて少しずつ計画的に学習している子もいます。

（学力調査に向けて、単元テストに向けて） 
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田迎小学校【けテぶれ学習】 

・４年生の取り組み（自主学習） 

【教科（領域）】国語か算数 どちらかを自分で選んで行う 

【進め方】 

１学期に漢字の練習からスタートしようということで始めました。やり方は上記の６年生とほとんど変

わりません。なかなか詳しい分析は難しいかなと思っているので、自己採点とやり直しについてはきち

んとやるように指導しています。その日の学習に自分に合っためあてをたてて学習をしている子はまだ

まだ少ないですが、よくできている子を学級や通信で紹介しています。 

４年生のノートを添付します。全体的に授業で行っている内容の復習を行うことがほとんどです。 

 


